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1 はじめに
近年のオンラインオークションの一般への普及は目
覚ましいものがある．ユーザがオークションで落札を
成功させるためには，商品に対する入札や監視という
作業が重要となる．しかし，度重なる入札や監視はユー
ザにとって負担となる．また，最近では携帯端末の普
及に伴いM-Commerceという，モバイル環境を利用し
たビジネスが話題となっている．日本でも携帯端末向
けのオークションサービスが始まり，ユーザはリアル
タイムにオークションを監視できる．モバイル環境下
におけるオークションの監視や入札は，ユーザがオー
クションを行う機会の増加につながる．しかし，携帯電
話のような情報の表示能力や操作性の乏しいデバイス
では落札までの入札や監視といった重要な作業がユー
ザにとって大変煩雑になるという問題も生じる．
　そこで，本研究ではユーザに提供するオークション
の情報をパーソナライズすることで、携帯電話上で情
報管理支援を行うシステムMoBid(MoBile Bidder)を
試作した．ユーザに対してオークションの情報をパー
ソナライズすることで，エージェントがユーザ嗜好に
適した作業を行い，ユーザの作業を負担する．また，携
帯電話からオークションに参加する際に利用するオー
クション情報に，パーソナライズしたものを用いる．以
上のようなフレームワークを構築することでユーザの
オークションにおける情報の管理の支援を行う．
　本稿の構成を以下に示す．第 2章ではシステムの構
成を説明する．次に，第 3章ではパーソナライズを行
う際に利用するユーザプロファイルの作成方法につい
て述べる．第 4章では，MoBidにおけるパーソナライ
ズについて述べる．第 5章では MoBidの運用を実行
画面を交えて説明し，最後に第 6章で本稿をまとめる．

2 パーソナライズド情報管理システム構成
図 1 に本システムの構成を示す．MoBid はオーク
ションエージェントとタスク代行エージェントからな
るマルチエージェントシステムであり，オークション
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図 1: システム構成

サイトから取得した情報をパーソナライズ [1]して，携
帯電話を入出力デバイスとして用いる．オークション
エージェントの主な役割は，オークションサイトに対
する商品の情報検索，監視，および入札を行うことで
ある．タスク代行エージェントの主な役割はユーザ側
とオークションエージェントの仲介である．
　本システムでは，オークションエージェントの機能
(図 1のWrapper機構)により，非構造化されたHTML
文書から構造化したデータを抜き出し，データベース
(図 1のオリジナルデータベース)に登録する．登録さ
れた構造化データとユーザの閲覧履歴より，タスク代
行エージェントがユーザプロファイルを作成する (図
1のユーザプロファイル生成機構)．ユーザプロファイ
ルとはシステムを利用するユーザに関する知識であり，
本システムにおいてはユーザ嗜好語 (閲覧履歴中の頻
出語)とその頻度を登録したデータベースなどから構
成されている．そして，ユーザプロファイルにより，オ
リジナルデータベースに対してパーソナライズを行っ
た情報をユーザに提示する (図 1のパーソナライズ機
構)．ユーザは携帯電話をインタフェースとして利用し，
入出力を行う．タスク代行エージェントはパーソナル
データベースを利用してユーザとの通信を行う．オー
クションに関する情報管理支援として，商品の入札，推
薦，監視，および提示を行う (図 1のユーザ支援機構)．

3 閲覧履歴からのユーザプロファイル作成
まず，ユーザプロファイルを作成するにあたり，タ

スク代行エージェントは情報として，ユーザの閲覧履
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歴の情報を取得する．具体的には，タスク代行エージェ
ントが所持するWrapper機能を利用して商品の詳細情
報のページの URLをテキストデータとして取得する．
取得した URLから，HTTP通信で実際にページにア
クセスし，”カテゴリ”，”タイトル”，”入札数”などの
商品の詳細情報を取得する．取得した商品の詳細情報
はカテゴリ毎にテーブルを作成してデータを登録して
いく．カテゴリ毎にテーブルを作成することで，テー
ブル中に存在するデータ数がそのカテゴリの頻度とな
る．ユーザ嗜好の一つに，カテゴリ頻度を嗜好カテゴ
リとして利用する．次に，各テーブル (カテゴリ)内の
データのタイトルから頻出語を抜き出す．タスク代行
エージェントはまず，”新品”，”特価”，”激安”といっ
たどのカテゴリにおいても出現するような単語を削除
する．その後，形態素解析を”新品”などの語を削除し
たタイトルに対して行うことでタイトルを語分割する．
語分割された語の中から名詞を抜き出して頻出語とす
る．また，未知語として出現する語に対していくつか
のルールを適用させ，得られた語を頻出語として取得
する．以上の行程で得られた頻出語は各カテゴリ毎に
テーブルを作成する．これらのカテゴリに対して，文
章中の語の出現頻度を重要度の基準として重み付けを
行えば,計算機が文章の内容を理解しなくても重要箇
所を推定できるという考え [2]に基づき，カテゴリ内
で得られた頻出語の出現頻度を求める．

4 プロファイルに基づくパーソナライズ
オークションサイトの情報を各ユーザに対してパー
ソナライズするためには，ユーザ各々の嗜好を反映さ
せなければならない．ユーザの嗜好として，前節で述
べたユーザプロファイルを用いる．パーソナライズの
方法としては，オークションの商品に重み付けし，重
みの順位付けで行う．オークションにおいて，商品の
価値の高低が決定できれば，ユーザに提示する場合，
価値の高いものから提示することにより静的な一般向
けの情報と比べ，パーソナライズされた動的な提示が
可能となる．動的とはユーザのアクションに対してそ
の状況に応じたリアクションがあることである．また，
商品に対して入札，推薦，監視を行う際においても価
値の高いものを優先することが可能となる．
　商品に対して順位付けを行う方法としては，まず，対
象となる商品のカテゴリを取得する．そのカテゴリに
対応するユーザプロファイルの頻出語を利用して，頻
出語リスト中に含まれている語が，対象となる商品の
詳細な情報の中に含まれているかどうかということを
確認する．もし，含まれていたならば，含まれている
だけ，その含有語の頻度を加算していく．累計がその

商品の重要度となる．重要度が大きければ大きいほど
ユーザの嗜好に適しているとする．この場合，頻出語
が商品の詳細情報中に 1つも出現しなかったものは重
要度が 0となる．
5 MoBidの運用

図 2: 画像拡大 図 3: 詳細情報

MoBidではパーソナライズしたデータを図 2と図 3
のようにユーザに提示する．つまり，ユーザの嗜好に
適している商品から優先的に提示している．提示され
る商品が既にパーソナライズされているデータである
ことからユーザはリンクを辿る，タイトルから商品を
選別するなどの手間を軽減される．また，各画像をボ
タンとして配置することで，画像の選択を携帯電話の
1～9の番号キーに割当てた．キーを割り当てることで，
ユーザは携帯電話での困難な操作を行うことなく商品
を選択できる．選択した商品に対して，専用に配置し
たボタンを押すことで，画像の拡大 (図 2)や画像の詳
細情報の提示 (図 3)を行う．携帯電話での操作を行い
やすいようにインタフェースを設計した．
6 おわりに
本稿では，一般向けのオークション情報をパーソナ

ライズし，ユーザに対して情報の管理支援を提供する
システムMoBidについて述べた．MoBidによりオー
クション情報のパーソナライズを行うことで，携帯電
話の表示能力や操作性の乏しさを補った．情報をパー
ソナライズすることでユーザ自身に適するフォーマッ
トでオークションを行うことを可能とした．
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